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転倒がきっかけとなり⾼齢者が寝たきりとなる事例は多く、⾼齢者の転倒対策は重要な課題である。つまずきや滑りなどの偶
発的な原因に加え、姿勢が乱れた後に、⽴ち直るための平衡調整能⼒や防御反応が適切に発揮されずに発⽣することが多い。す
でに発明・開発した⾜握⼒測定器を利⽤して、転倒する度合い（転倒危険度数）を表⽰できる体重計及び⾝⻑計を発明した。

⾜握⼒測定装置を利⽤した
転倒度表⽰機能付き体重計または⾝⻑計

⾜握⼒測定装置を利⽤した
転倒度表⽰機能付き体重計または⾝⻑計

⾃動⾝⻑測定

⾃動体重測定

①⾝⻑、体重、⾜握⼒の測定：

②測定値から転倒安全度数算出（A~Dは定数）

右図のように⾝⻑計に乗り、各指標（⾝⻑、体重、⾜握⼒）を⾃動測定する。
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③転倒危険度数から、転倒度（０~２）を決定

⾜握⼒測定
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⾝⻑、体重及び⾜握⼒を同時に計測する事で、⾃⾝の転倒に関するリスクを正確に認識する事が可能になる。また、スマー
トフォン等で履歴管理する事で、⾜握⼒改善運動などによる転倒度の改善をはかることができる。

Wi-fiまたはLANによりデータ収集
アプリによる履歴管理

各種の⾜握⼒改善運動

アプリによる
改善効果管理
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